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精神の座としてのく腹＞ 身体部位詞の通時的観察と認知言語学的分析 ＊ 

博士後期課程3年後藤秀貴

1 はじめに

(1) とはいえそれは忍ぼうと思えば忍びもなろうが、面（まの）あたりに意久地（いくじ）なしと言

わぬばかりのからみ文句、人を見くびッた一 I言（ごん）ばかりは、いかにしても腹に据えかね

ゑ。なぜ意久地がないとて叔母がああ嘲（あざけ）り辱（はずかし）めたか、そこまで思いめぐ

らす暇がない、ただもう腸（はらわた）が断（ちぎ）れるばかりに悔やしく口惜しく、恨めしく

腹立たしい。文三は憤然として「ヨシ先がその気ならこっちもその気だ、畢寛（ひつきよう）女夷

（おば）と思えばこそ甥（おい）と思えばこそ、言いたい放題をも言わして置くのだ。ナニ縁を

断（き）ッてしまえば赤の他人、他人に遠慮も糸瓜（へちま）もいらぬ事だ……糞（＜そ）ッ、

面（つら）あて半分に下宿をしてくれよう……」 卜l士（はら）の裏（うち）で独（ひと）り言を
いうと、不思議やお勢の姿が日前にちらつく。「ハテそうしては彼娘（あれ）が……」 卜文三は少

しくしおれたが……ふとまた叔母の悪々（にくにく）しい者面（しやツつら）をおもい出して、

又 I憤然（やつき）となり、「糞ッ止めても止まらぬぞJ卜いつにない断念（おもいきり）のよさ。

こう腹を定（き）めて見ると、サアモウー刻もいるのがいやになる （浮雲ー・五） l 

(1)は二葉亭四迷『浮雲』 (1887-1889)からの引用である。主人公の内海文三は、某省での職に就きなが

ら寄宿先で従妹のお勢に恋をしていた。文三は叔母のお政がほのめかすお勢との縁談に期待を寄せていた

が、ある日、人員削減を理由に諭旨免職の通告を受ける。文三はプライドの高さゆえ復職を申し出ること

もできず、寄宿先にもそのことを告げられずにいた。翌日、文三はようやくお勢の叔母お政にその旨を報

告するが、無情にもお政は散々に嫌味を浴びせる。 (1)は、その後躍起になった文三が寄宿先を出て行こ

うかと目論む場面である。『浮雲』は今からおよそ 130年前に発表された作品であるが、わずか数行の引用

文からは、当時、日本語のく腹＞が現代と同じように、怒り（「腹に据えかねる」「腹立たしい」）、本心（「肛

の裏J)、決心（「腹を定める」）と結びついていたことが分かる。 2

さて、 (1)のような比喩表現は、ヒトが身体という実体を通じて精神を理解することを端的に示す言語

的証拠として、身体性を強調する認知言語学者らの注目を集めてきた。比喩表現は日本語を含む多くの言

語で様々に観察・議論が為されているが、その論点の一つとして表現の通言語「生と成空基盤の関連性があ

る。例えば、ヒトの体を容器として怒りをその中で煮え立つ液体に喩える表現 (e.g.,He is boiling with anger 

「怒りで煮え繰り返る」）は、血圧の上昇、体温変化といった人類普遍の生理現象に基づき、多くの言語で

類似表現が観察されると言われている (Kovecses1995, 2005)。一方、より詳細なレベルで見た場合、各言

語に固有の表現も存在し、その成立を促す基盤として社会・文化的な要因が指摘されている。例えば、Matsuki

(1995)は、日本語にも英語と共通する怒りの比喩表現が認められるとした上で、日本語の怒りはく腹＞で

発生し、そこでの制御を重視すると述べている。 Matsukiの議論に従えば、 (1)の「腹に据えかねる」「腹

立たしい」はそうした日本語のく腹＞の特徴を反映したものである。このように、比喩表現の研究におい

ては、身体基盤と社会・文化基盤という二種類の動機付けの想定のもとに、言語間の共通性・相違性が一

つの論点とされてきた。

＊本稿は、大阪大学言語文化学会第54回大会け泄辺大学言語社会学会・言語文化学会合同研究発表会）における著者の口頭

発表（タイトル： 「精神作用を表す「腹」の比喩的意味の広がりについてー通時的観察と認知言語学的分析ー」）の内容に加

筆修『を施したものである。質疑応答の際に有益なご質間・ ご助言を下さった渡辺秀樹先生、大森文子先生、三野貴志氏、な

らびに司会をご担当いただいた富野能之先生に感謝申し上げる。また、本稿の執筆にあたり、友繁有輝氏には数多くのご意見

を賜った。お礼を申し上げたい。

l用例の表記（仮名・真名・訓等）および文脈の補足は全て参考文献に記載の出典に従う。また、下線や強調は筆者による。

2本稿では、いわゆる現代日本語の「はら」が指示対象とする胴の下半部およびその慨念を指してく腹＞と表記する。また、

引用部分を除き、言語表現としての表記には仮名を用いる (e.g.「はら」）。
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一方、比喩表現の比較において注目されるもう一つの晶準は史的展開である。例えば、 Swan(2009)は、

英語のheartの意味を通時的に観察することで、元々字義的に「心臓」を指していたheartが精神作用と結

びついたのち、意味の拡大と縮小を経たことを明らかにしている。そこでは、古英語の heartが現代と同

じ感情の座として理解されていた一方で、厳密には喜びや悲しみに限られていたこと、また、倫理観・宗

瓢見に関する意味合いが強かったこと（現代では soulの持つ意味に近い）、さらに、少なくとも初期近代

英語期までは現代の headあるいはmindに相当する知的・理性的意味をも表していたことが明らかにされ

ている。 Niemeier(2008)でも示唆されているように、知性・理性の座head/mindに対する感情の座として

の heartの理解は、そのような捉え方を促す解剖学的知見やデカルト的二元論が広く西洋に普及するのを

待つ必要があったのである。 3

以上より、精神と身体の対応は、人類に普遍の身体経験によって通言語的・通時的な共通性が動機付け

られるのみならず、社会・文化的な要因から影聾を受けることで、各言語・各時代に固有の特徴が生じう

ることが分かる。本稿では、これまでに精神との対応における際立ちが指摘されてきた日本語のく腹＞の

鴫犀に関して、新たに史的展開を想定し、通時的観点からその意味の広がりを追う。

論文の構成は次の通りである。まず第2節において、現代日本語のく腹＞に関する先行研究を概観し、

調査課粗を設定する。第3節で調査語の選定と調査手順を示したのち、第4節では『日本国語大辞典第

二版』から得られた「はら」およびその関連語の比喩表現の初出例を中古・中世・近世・近代という 4つ

の時代区分に従って分類・観察する。第5節では、調査結果を基にく腹＞と本心の結びつきについて再検

言寸するとともに、く腹＞と覚悟・決心との対応について調査語を拡大してその史的展開を再検討する。第

6節では、まとめとともに今後の課趙を示す。

2 先行研究と調査課趙

Matsuki (1995)によってく腹＞と怒りの結びつきが指摘されたのは既に述べた通りであるが、その後の

研究で、現代日本語のく腹＞には少なくとも (2)のような精神作用が結びつくことが明らかにされている

（田中 2003;有薗 2007;後藤 2015,2018)。

(2) 【怒り】はらが立つ、はらに据えかねる、【不満】はらが脹れる、【可笑しさ】はらを抱える、【性

向】はらが黒い、【度量】はらが太い、【理解・納得】はらに落ちる、【考え・意図】はらを探る、【覚

悟・決心】はらが据わる、はらを決める

こうした＜腹＞の特徴は、その固有性から社会・文化基盤との関連が指摘されてきた。4Matsuki (1995)は、

怒りを本音（本心）の一種として捉えることで、「はらに据えかねる」のように日本語の怒りがく腹＞で制

御されるのは、本音をオモテに出すことを良しとしない日本の文化的規範（「建前文化」）に基づいている

と主張している。また、後藤 (2015,2018)では、「はらを探る」のような考え・意図に関する表現につい

ても、隠すべき本心としての前提があり、「建前文化」のもとで説明できるということを述べた。一方、後

藤 (2015,2018)は、「はらが据わる」「はらを決める」のような覚悟・決心との結びつきについては、本心

として分析するのは難しいことから、丹田周辺の安定を重視する日本の身体感覚（「膝吐文化」［斎藤2000])

に基づいて説明している。

3言うまでもなく、「（心身）二元論」とは、廷長を本質とする身体と非廷長を本質とする精神を分断する哲学的立場であり、

一般的に古代ギリシャのプラトン哲学にまで遡ると言われている。デカルトは両者を独立した実体とみなしつつも、それらが

脳（の松果体）において相互作用すると考えにまた、デカルトは理性と感情傭友密にはその受動的な性質から、「情念 (passion)」

と呼ばれる）を区別した上で、前者が後者を支配することが道徳律であると考え、理性とその座としての脳を重要視している。

なお、 Niemeier(2008)では、デカルトが感情の座を心臓に置いたという誤解を招きかねない説明がなされているが、この点に

ついては『情念論』で「心臓に情念を感じるからといって、精神が心臓において直接にその機能を果たすという必要はない (p.33)」

と明確に否定されている。したがって、理性・知性の座としてのhead、感情の座としてのheartの理解は、分け隔てな<hearl 

に位置付けられていた精神作用のうち、理性・知性に関するもののみが二元論によって headに移行したという過程を想定す

べきである。

4 日焚語の比較としてMatsuki(1995)は怒り表現を取り挙げたが、後籐 (2018)では (2)のような性向、度量、理解・納得、

考え・意図、覚悟・決心といった様々な精神作用についても調査することで、それらが日本語固有であることを示している。
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本研究の目的は、こうした言語固有性、社会・文化晶盤が注目されてきた日本語のく腹＞の理解に関す

る分析を、通時的観点から精緻化することである。具体的には、＜腹＞の比喩的理解に第1節で言及した

史的展開を想定することで、以下の2点を明らかにする。

I. (2)のようなく腹＞と精神作用の対応は、どの時代にまで遡ることができるのか。

II. <腹＞と精神作用を結びつける基盤に関する先行研究の説明は、どの時代のく腹＞の理解に対して

有効といえるか。

3 調査語の選定と調査方法

宮地 (1979)は、日本語の身体部位詞を通時的に観察する中で、各時代、部位ごとに何らかの代表語と

呼べるものが存在しつつも、複数の語がせめぎ合いのなかで消長・交替を経たことを明らかにしている。

＜腹＞に日を向けると、『現代語古語類語辞典』では【表 l】に示す7語が挙げられており、用例の初出年

代に基づいて上代 (-793)・中古 (794--1191)・中世 (1192-1602)・近世 (1603-1867)・近代 (1868-1944)へ

と分類されている。また、これら 7語について『日本国語大辞典第二版』に基づき中古～近代の（古）

辞書に記載が見られるものを時代別に示すと、【表2】のようになる。【表2】から明らかなように、 7語の

中で最も辞書記載数が多いのは「はら」である。「はら」は、現代日本語においてく腹＞を指す代表語とし

て位置付けられると考えられるが、通時的に見た場合でも概ね同様のことが言えるのではないか。 5

ト代・中古～ はら（腹／肝）

中世～ おなか（御中／御腹）

近世～ ふくぶ（腹部）、ほて、ぽんぽん、肝の束ね

近代～ ふくかう（鵬空）

表 1.<腹＞を指す語（『現代語古語類語辞典』に基づく）

はら おなか ぽんぽん 肝の束ね
ふくぶ、ほて、

ふくかう

中占 字鏡・和名・名義

色葉・ 和玉・文明・

中世 明応・天正・鰻頭・
なし

黒本・易林

近世 日葡・ 書言 日葡 日葡 日葡

近代 ヘボン・言海 ヘボン・言海 ヘボン

表2.<腹＞を指す語の辞書の記載一覧（『日本国語大辞典第二版』に基づく） 6 

以上より、く腹＞に関する従来の認知言語学的研究はもっぱら「はら」を研究対象としてきたが、本研究

では、こうした通時的立場から上代～近代における＜腹＞の代表語として「はら」を設定した上で、【表 l】

のその他の語を合わせた7語を調査対象とする。『日本国語大辞典第二版』の各見出しに記載された慣用

5なお、 「はら」は既に上代からの使用が確認され、以下のように内臓を収める部位としての意味を有していたようである。

(1)御諸（みもろ）のその高城（たかき）なる大立占（おほゐこ）が原大猪子が波良（ハラ）にある肝向かふ心

をだにか相思はずあらむ （古事記）

また、 『和名類緊抄』 （二十巻本）では、以下のような語釈も見られる。

(2)腹野王案云腹［複反和名波良］所以容裏五蔵之者也

6各辞書の正式名称は次の通り。なお、定本については『日本国語大辞典第二版』を参照されたい。
字鏡（新撰字鏡）、和名（和名類緊抄）、名義償檬名義抄）、色葉（色葉字類抄）、和玉（和玉篇）、文明（文明本節用集）、

明応（明応五年本節用集）、天『げ呵：十八年本節用集）、鰻頭（鰻頭屋本節用集）、黒本（黒本本節用集）、易林（易林本

節用集）、日葡（日葡辞書）、書言（和漠オ御音釈書言字考合類大節用集）、ヘボン（和笑語林集成［再販］）、言海（言海）
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句のうち、何らかの精神作用を表すものを抜粋したところ、「はら（腹／り士）」「おなか（御中［御腹］）」「ほ

て」から計 71の表現が得られた（【表 3】)。次節では、これらの慣用句を中古・中世・近世・近代の時代

区分に従って観察することで（慣用句の初出が確認されなかった上代を除く）、各時代のく腹＞の理解を特

徴付ける。

はら（腹/~土） おなか（御中［御炭） ほて

中古 (794--1191) ， 
゜ ゜中世 (1192-1602) 4 

゜ ゜近世 (1603-1867) 22 

゜
I 

近代 (1868-1944) 25 2 

゜籾出例記載なし7 8 

゜ ゜合計 68 2 I 

表3. 『日本国語大辞典第二版』より、「はら（腹／肛）」「おなか（御中［御腹］）」「ほて」の慣用句

（精神作用に関するもの）

4 く腹＞と対応する精神作用の広がり

ここからは、く腹＞と精神作用の結びつきを時代ごとに観察していく。なお、用例を挙げる場合、原則

的に『日本国語大辞典第二版』の初出例に従うこととするが、『日本語歴史コーパス』の検索によってそ

れ以前の用例が確認された場合や、『日本国語大辞典第二版』の定義によりふさわしいと考えられる同時

代の用例が確認された場合に限り、そちらを取り挙げる。

4.1 中古 (794--1191)

まず、中古で初出が確認された表現を以下に示す。従来の研究では、く腹＞と結びつく感情として怒り・

不満・可笑しさが挙げられてきたが、 (3)の通り、いずれも中古から該当表現の初出が見られる。一方、

感情以外の精神としては、性向や玩味（物事の嗜好）に関する表現が見られるに過ぎない。

(3) 【怒り】はらを［立てる／立つ］、はらが居る、はら悪しげ 【不満】はらが脹れる 【可笑しさ】

はらを切る 【性向】はら悪し、はら［汚い／械い］、はら黒い【玩味】はらに味わう

このうち、怒り、可笑しさ、性向を表す表現の用例を (4-6)に挙げる。興味深いのは、怒りの発生を表す

「立つ」の他動詞用法が自動詞用法（中世での初出）に先行するという点である。

(4) 「よし」と誉（ほ）めし装束（さうぞく）も、すぢかひ、あやしげにし出（い）づれば、いとど

ことをつけて、腹を立ちて、しかけたる衣（きぬ）どもも捨（す）て、［蔵人の少将が装束の雑な

仕立てに対して立腹する場面］ （落窪物語二）

(5) これを聞きて、離れたまひし元（もと）の上（うへ）は、腹を切りて笑ひ給ふ

（竹取物語）

(6) 影もや見えつらむと思ふにあさましうて、腹黒（はらぐろ）う、消えぬとものたまはせで」と言

へば、［外の灯火（明かり）が消えてしまっていたことから、几帳の中の自分の妻がはっきりと見

えてしまったかもしれないのに、右馬頭が教えてくれなかったことを作者が咎める場面］

（蜻蛉日記下・天延二年）

4.2 中世 (1192-1602)

中世に初出が確認された表現は (7)に示す怒り表現のみであり、対応する精神に広がりは見られない。

ただし、中古の怒り表現は、その発生・解消を表すのみであったのに対し、中世では新たに制御の過程を

前提とする表現「はらに据えかねる」が出現する。また、「はらを据える」はそれ自体怒りの表出を意味す

7はら痛し、はらが大きい、はらの虫の居所が悪い、はらを袂る、はら掴む凸言としてのみ近世からの出典記載あり）、は

らが悪い □言としてのみ近代からの出典記載あり）、はらをしまう凸言としてのみ近代からの出典記載あり）、はらが返
る（方言としてのみ現代からの出典記載あり）
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るが、 (9)に示す例では怒りの制御が前文脈で示されている点に注目されたい。このように、く腹＞での

怒りの制御の概念は、少なくとも中世までには現れていたと考えられる。

(7) 【怒り】はらが立つ、はらに据えかねる、はらを居る＼はらを据える

(8) 若ーは、小鑓をぬいて、 I¥、むかしの天野了観にもおとるまじと、こいやかしこを突き廻れば、
さしもに猛き、御（おん）坊たちも、つきまくられてぞ逃げたりける。 I¥ (つきまくられてぞ
）。エイ／＼アフ。上人腹に据ゑかねて、手棒を振上力)',.り給へば。［盗みの濡れ衣を着せら

れた尼女が、仲間を引き連れて反撃に来た場面。応戦する寺の坊主らが息いがけず圧倒される様

子をみて、とうとう老僧も怒りを露わにする］ （虎寛本狂言・若市り

(9) とし比（ごろ）、たゞ獨召（ひとりめし）つかひつるに、ふてごとゞ（ど）もして、やすからずお

ぼえしかども、勘富してはいかにせ砂ぞとおもひねんじてすぎ侍（はべり）ぬ。たゞいまこそ、

日来（ひごろ）の腹をばすへ（ゑ）侍らめとて、かくし侍（はべる）ぞかし［男が役人として出

世した際に、長く自分に仕えていた従者に対して積年の怒りを示す場面］

（古今著聞集一六•五一八）

43 近世 (1603--1867)

近世に入るとく腹＞と精神作用との結びつきは急~t:::ttL*T60 (10)の通り、感情（怒り、後悔・怒り、

可笑しさ）や性向に関する表現が増加するのみならず、新たに考え・意図、度量、理解・納得、覚悟とい

った精神作用に関する表現が加わっている。

(10) 【怒り】はらに障える、はらの虫が［治らない／承知しない］ 【後悔・怒り】はらかく 【可笑

しさ】はらが痛い、はらの皮が痛い、はらを抱える、はらの皮、はらがくねる、はらを捧ぐ、はら

の皮の続り、はらの［皮／筋］を［続る／捩る］、はらを［続る／捩る］、ほてがくねる 【性向】

はらに惚れる＂ 【考え・意図】はらの内、はらの中、はらを探る、はらを合わす 【度量】はらが

小さい 【理解・納得】はらへ落ちる、はらへ嵌る、はらに合う 【覚悟（度胸）】はらを据える

近世のく腹＞の展開を特徴付けるとすれば、一つは精神作用の在り処としてのく腹＞の秘匿性に新たな一

面が加わった時期であるといえよう。中世においてく腹＞での怒りの制御を前提とする表現が現れたこと

虞尤に述べた通りであるが、近世では、新たに考え・意図の隠蔽を表す表現が確認される (e.g.「はらの内J

「はらを探る」）。なお、従来の研究ではく腹＞の本心は私利の逹成を目的とした企みを典型とすることが

指摘されてきたが（田中 2003;有薗 2007;後藤 2015,2018)、少なくとも近世の用例を見る限り、その隠

蔽が必ずしも私利の逹成を目的とする訳ではないことが伺える。例えば (11)の「肝裏（はらのうち）」の

用例は、ある集落の住民が供物を妖賊に蝙し取られていることに気づいたヽ大法師が、その集落の救済を

目論む場面である。 ヽ大法師が己の計両を明かさないのは、部外者である自分が安易に忠告をしても住民

の信用を得られるはずがないと考えたからであり、く腹＞での計画は、集落の救済という利他的な目的に

よって動機付けられている。

(11) 那（かの）村人が云々（かにかく）と、説知（ときしら）したる大沼祭（おほぬままつり）の、

供物の事こそ信（うけ）られね〕そは必（かならず）幻術に、長（たけ）たるものが村人 1イ門（ら）

を、哄（だま）して東西（もの）を奪ふならん。 しかりとも是等（これら）の事を、明々地（あ

からさま）に諭（さと）しなば、素（もと）より愚直の田舎児（ゐなかうど）の、還（かえつ）

って洒家（われ）を欝尼（いぶせ）＜思いて、惑（まよ）いはいよ！＼醒（さめ）ざるべし。要

こそあれ、と肛裏（はらのうち）に、尋思（しあん）をしつと忽地（たちまち）に、その計（は

かりごと）決（さだま）りければ［ヽ大法師がある集落の怪奇な祭祀を解明しようと計両を練る

場面］ （読本・南総里見八犬伝八•六）

8天理本狂言・酒講式（室町末～近世初）

，室町末～近世初

10咄本・諺胴の宿替 (19C中）
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また、近世のもう一つの大きな特徴として、精神の安定を司る部位としてのく腹＞に、怒り以外の精神作

用が結びついたことが挙げられる。「はらを立つ」「はらが居る」「はらを据える」のように、中古・中世の

怒り表現においてはく腹＞の安定性が一つの晶準とされていたが、この安定の概念は、新たに (12)の覚

悟（度胸）の意味へと対応づけられている。 II このように、近世では中世までのく腹＞の性質を継承しつ

つも、その性質を新たな精神作用へと適用することで表現を拡大したことが分かる。

(12) ちかごろはらをすへてぜんあくともいちづにすることをどきやうといふいと！＼はしたなげれば

つかふべからず［「胴居（「度胸」の当て字）」の注釈部分として］

（人情本・春色梅児誉美初・ニ）

参考として、度量、理解・納得の用例についても挙げておく。

(13) 山本（やまもと）にしやうか。山本は腹（はら）がちいさいから、尾花（をばな）やにしやう［深

川の遊郭に遊びに出かけた武士が茶屋を選ぶ場面。それぞれの店の気前の良さを比べていると考

えられる］ （洒落本・辰巳之園）

(14) ~(ひと）つ方便（はうべん）をいはねば、向（砂か）ふの腹（はら）へは落（お）ちぬて［夫

婦に貰い子の仲介を持ちかけた男が、先方に子を引き取るための方便を提案する場面］

（人情本・風俗粋好伝前・上）

4.4 近代 (1868--1944)

最後に近代で初出が確認された表現を (15)に示す。対応する精神作用の種類としては近世で確認され

たものと相違しないが、この時代の特徴としては、 [1]怒りをく腹＞の中の煮え立つ液体や虫に喩えた表

現が加わっている点、 [2] 自ら考え・意図を明かすことを表す表現が現れ、また、他者から考え・意図を

探られることを表す表現が増加している点、 [3]覚悟・決心に関する表現が増加している点などが挙げら

れるだろう。

(15) 【怒り】はらが［煮える／煮え立つ］、はらの［虫／中の虫］、はらが癒える、はらを癒す 【可笑

しさ】はらの皮が［捩れる／続れる］、おなかの皮を［捩る／続る］ 【恨み】はらに持つ 【考え・

意図】はらを見抜く、はらを読む、はらを割る、はらに一物、はらが無い、はらの底、はらから、

はらに納める、おなかの中 【度量】はらが太い【理解・納得】はらに落ちる、はらに入る、はら

に入れる 【覚悟・決心】はらを決める、はらが決まる、はらに決める、はらを括る、はらが据わ

る、はらが出来る、はらが堅い

このうち、 [2]については近世で触れた利害関係を見込んだ考え・意図としての座としてのく腹＞の理解

が極まったと考えられる。すなわち、 (16)に示すような表現は (11)で示した利他的な目的を達成するた

めの考え・意図の隠蔽ではなく、あくまで私利の達成を目的としている。ある人物にとっての私利は、裏

を返せば相手にとっての不利益でもあり、それゆえ相手は隠されている考え・意図を「見抜く」必要があ

る。有薗 (2007)でも指摘されているように、このような「相手側からの探り」を表す表現は現代日本語

でもく腹＞に固有の特徴であり、く腹＞の利己性を裏付ける言語的証拠である。

(16) 治作（ぢさく）は、お巻（まき）の顔（かほ）に微笑（びせう）を認（みと）めた。その微笑（び

せう）は、意味（いみ）ありげに治作（ぢさく）には思（おも）はれた。お巻（まき）までが、

治作（ぢさく）の腹（はら）の底（そこ）を見抜（みぬ）いて嘲笑（てうせう）してゐるやうに

思（おも）はれた。［男が娘の結婚費用のエ面をさせようと従兄弟夫婦のもとに訪れたが、諏魔化

しているうちにその計両を見抜かれる場面］ （太陽二三・一四治作と米造）

また、 [3]については (12)に挙げたような物事全般に対する漠然とした心構え（すなわち、「度胸」と呼

べるようなもの）ではなく、将来起こると予測される特定の事態に備えた (17)のような覚悟の表現、ま

た、具体的な意志決定を表す (18)のような表現が現れている。

11 『日本国語大辞典第二版』では、 (12)は「気を落ちつけ、対処のしかたを決める。覚悟をきめる。腹をくくる。」 （下

線は筆者）という定義の例として挙げられているが、冗際は「度胸」に対ずる注釈部分で引かれた用例であり、後で扱う「き

も」の意味に近いと考えられる。
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(17) 警察の手をこんなに煩（わづら）はせたことであるから、保證人たる新吉も、どんなに叱言（こ

ごと）を喰つても仕様がないと腹をくいつてゐたが［男が先妻の養父の起こした火事について、

警察から咎められることを覚悟する場面］ （或る死、或る生二）

(18) こう腹を定（き）めて見ると、サアモウー刻もいるのがいやになる ((1)を一部抜粋して再掲）

4.5 まとめ

本小節では、日本語のく腹＞の史的展開を概念メタファー理論 (ConceptualMetaphor Theory [ e.g. Lak:off and 

Johnson 1980, 1999])の方法論に基づき、メトニミーとメタファーに分けてまとめていく。まず、メトニミ

ーあるいはメトニミー由来のメタファーとして、く可笑しさ＞の表現が挙げられる。これらは笑いに伴う

腹のく痛み＞や腹を押さえる＜しぐさ＞を、その原因である＜可笑しさ＞の感情に転用したものと考えら

れ、中古の「切る」から、近世以降の「痛い」「嵯る」「抱える」といった一連の表現に適用される。

メタファーについては、＜腹＞と精神の結びつきに二種類の型が見られる。一つは、＜腹＞が精神を収

める＜容器＞として機能するメタファーであり、もう一つは、＜腹＞がく具象物＞として機能し、その安

定性や性質を通じて精神状態を表すメタファーである（【表4】)。表に示す通り、く容器＞のメタファーに

は [1]特定の精神内容を収める＜腹＞、 [2]物事を受け容れる＜腹＞、 [3]本性を収める＜腹＞という 3

種類の下位メタファーが存在すると考えられる。

時代区分 中古 I中世 I叩止 I近代
例

ソース ターゲット

内容物の増鼠 不満 はらが脹れる、はらに据え

（乱れ）・制御 怒り かねる、はらが煮える
I 
内容物の存在・保持 考え・登図 はらの中、はらに一物

内容物の探索・露呈 衿え・意図 はらを探る、はらを剖る

ク合 疇の受け容れ 理解・納得 はらへ嵌る、はらに落ちる

器 受け容れた対象
玩味 はらに味わう2 

を味わう

容器の大きさ 度量 はらが小さい、はらが太い

内容物の性質 性向 はら汚い、はらが黒い
3 
内容物を好む 性向 はらに惚れる

怒り

動揺•安定 覚悟渡胸）
はらを立てる12、はらを据

六目
決尤

える、はらを括る

象 4 
不調・回復 怒り はら悪し、はらを癒す

物
固さ 決心 はらが堅い

完成 決心 はらが出来る

表4.<腹＞のメタファーの史的展開

12 大阪大学言語文化学会第 54 回大会での口頭発表の際に、渡辺秀樹先生から「はらが~」 「はらを立てる」のような表現

の根底にどのようなく腹＞の状態を想定するかとのご質間をいただいた3 「はらが立つ」 （「はらを立てる」）の解釈を巡っ

てはこれまでにも様々な議論が為されているが、大まかには、 「はら」と「立つ」をそれぞれ「怒り」と「発生」の意味に分

ける立場（馬場 2002)と、 「はらが居る」との対称性に某づき、 「はらが立つ」全体が「＜腹＞の安定性の喪失」を表すと

捉える立場（田中 2003;有薗 2007)に分けられる。本稿では、既に中占から「立つ」 「届る」の対比構造が見られること、

また、 「居る」の他にも「括る」 「据える」などの安定に通じる語を合む一連の表現が存在することを衿慮し、後者の立場を

とる。なお、有薗 (2007)は田中 (2003)の衿えに賛同しつつも、 「立つ」 「居る」に「動きが起こる」 「静止状態にある」

というスキーマ的意味を立てている。 【表 3】の「動揺•安定」のラベルは、このようなスキーマ的意味に相当すると言える

だろう。
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これらを時化頓に追っていこう。 [l]のメタファーでは、内容物の増量（乱れ）・制御を通じて不満や怒り

を表す表現が中古・中世で現れ、近世になるとく腹＞での内容物の保持や他者による探索、主体自身によ

る意図的な露呈などを通じて考え・意図を表す表現が現れる。 [2]のメタファーについては、中古で物事

の嗜好を表す表現「はらに味わう」が現れるが、その他の表現は全て近世以降に確認される。 [3]のメタ

ファーは表現数こそ限られているものの、中世の段階で意地汚さを表す表現が確認される点が興味深い。

こうした＜腹＞と否定的な性向の結びつきは、近世以降に現れる私刹を見込んだ考え・意図の表現にも通

じると考えられる。最後に、 [4]のく具象物＞のメタファーについては、表現レベルでの意味拡張が見ら

れる点が大きな特徴であろう。すなわち、中世までに現れた怒りの解消を表す表現「腹を据える」は、近

世以降にその意味を広げ、新たに覚悟（度胸）と結びつくようになる。

以上を要するに、日本語＜腹＞の理解の史的展開として次のような傾向を捉えることができる。

I. <容器＞、＜具象物＞としてのく腹＞のメタファーはいずれも中古より一貫して存在しながらも、

具体レベルでは、く腹＞の自発的動き、状態、性質、主体•他者の働きかけに応じて結びつく精神

作用に通時的な広がりが見られる。

II. 中古・中世では、く腹＞は感情（怒り・不満・可笑しさ）との結びつきを主とし、そのほかは性向、

嗜好を表す表現が一部見られるのみである。

III. 近世以降になると、く腹＞は感情以外の精神作用との対応を広げ、具体的には度量、理解・納得、

考え・意図、覚悟・決心との結びつきを得る。

5 議論と追跡調査

ここからは、前節で示した＜腹＞の史的展開のうち、「本心の座としてのく腹＞」並びに「精神の安定を

司る＜腹＞」という 2つの理解様式に焦点を当てて議論を進める。

5.1 く腹＞と本心

第二節で述べたように、現代日本語のく腹＞は本心としての怒り (Matsuki1995)や考え・意図（後藤 2015)

を隠す役割を果たすことが「建前文化J13 との関連で論じられてきた。しかし前節で示した通り、「腹に

据えかねる」などの怒りを表す表現が中世までに確認される一方で、「はらの内」「はらを探る」などの考

え・意図を表す表現は近世以降に初めて現れていることから、両者を「本心の隠蔽Jとして一律に議論す

るのは不適当といえるだろう。ここでは、「はらに据えかねる」のような怒りの隠蔽、「はらを探る」のよ

うな企みとしての考え・意図の隠蔽を各々の典型とし、対人的観点から【表5】のように特徴づける。

表出が招く結果 隠蔽の動機 特徴

考え・ニ（企み） I:~ 二：;::::It~ ニ::O)~ロ I;:;:~~ニニ
表5.怒り、考え・意図（企み）の隠蔽の比較

【表 5】では、怒りや考え・意図（企み）の表出が招きうる結果、隠蔽の動機、それらの傾向から導き出

される隠蔽の特徴を記してある。第一に、怒りの感情は典型的には他者に対して抱くものであるがゆえに、

その怒りの矛先は相手へと向けられる。怒りを向けられた際の反応は人によって様々であろうが、萎縮す

るにせよ、抵抗するにせよ、その表出が受け手の精神的な負担となるのに変わりはない。日本人が怒りの

表出を躊躇う主な理由の一つに、相手側の不利益の阿避という動機があるのではないか。一方、先行研究

が論じてきたように、く腹＞の中の考え・意図は典型的には主体の将来的な私利の逹成を目的とした企み

である。企みの隠蔽はそれを計両通りに実行するための手段であり、また、場合によっては、主体の私利

13なお、 「建前」という語が「表向きの態度」の意味あるいは「棟上げ」の意味として用いられたのは18世紀後半以降と考

えられるが（『日本国語大辞典第二版』に某づく）、土井 (1985)は「本音と建前」に相当する「オモテとウラ」の対立慨

念が少なくとも『徒然草』 (1330-1331頃）の一節に確認できることを指摘している。
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の達成は相手側の不利益となる可能性もある (cf(16))。怒りの隠蔽が他人の精神的負担の回避という利他

的・消極的理由に動機付けられているのであれば、考え・意図（企み）の隠蔽は私利の達成という極めて

利己的・積極的な動機に支えられており、本心として一括りにされてきた両者の間には大きな隔たりがあ

るといえよう。ただし、これらの特徴はあくまで比較を前提としたものであり、 (11)で取り挙げたような

利他的な企みの隠蔽が存在することも事実である。また、怒りの表出は、相手側の精神的負担になるのは

然ることながら、主体にも対人関係の継れという悪影聾を及ぼしかねない。さらに、調和を重んじる日本

社会において、怒りを短絡的に示すことは、主体の社会的立場・面目を潰しかねないという一面もある。

例えば以下の例において、老僧が怒りを「腹に据ゑかね」て露わにするのは、若ー率いる尼女集団に応戦

していた坊主らが劣勢になるのを見定めてからである。老僧には上人としての立場があり、それ故初めか

ら怒りを示すべきではないのである。

(19) 若ーは、小鑓をぬいて、 I¥、砂かしの天野了観にもおとるまじと、こいやかしこを突き廻れば、
さしもに猛き、御（おん）坊たちも、つきまくられてぞ遮げたりける。 I¥ (つきまくられてぞ
）。エイ／＼アフ。上人腹に据ゑかねて、手棒を振上力)',.り給へば。［盗みの濡れ衣を着せら

れた尼女が、仲間を引き連れて反撃に来た場面。応戦する寺の坊主らが息いがけず圧倒される様

子をみて、とうとう老僧も怒りを露わにするJ ((8)を再掲）

以上より、く腹＞での怒りと考え・意図の隠蔽は、ともに本心としての共通性を保ちつつも、自他の利害

のどちらを強く意識するかという点で利他的動機から利己的動機へと段階的拡張があったと考えられる。14

5.2 <腹＞の安定と覚悟・決心

最後に、く腹＞のもう一つの特徴である覚悟・決心との対応について取り挙げる。第二節で述べた通り、

筆者は後藤 (2015)において、腹部の安定と精神の安定の結びつきには齋藤 (2000)で論じられた「腰肛文

化」が関与している可能性が高いことを述べた。また、その後のGoto(2017)においては、「｛はら／きも｝

を据える」のような表現に見られる「はら」と「きも」の互換性に注目することで、く腹＞と精神の安定

の結びつきの背景に中国語で勇気の座とされている「胆 (clan)」(c£Yu2003)の影響を少なからず認めるこ

とができるのではないかという見通しを立てた。したがって次に明らかにすべきは、「こし」などの腹周辺

を指す語や内臓を指す「きも」を合わせてく腹＞の概念を広く捉えた場合に、覚悟・決心との結びつきを

近世以前にも認めることができるかという間趙である。今阿、「はら（腹/ij土）」に「こし厚嬰）」「どう園l)」
15 「へそ・ほぞ(~齊）」「きも叩／胆）」の 4語を合わせた 5語について、精神的安定（驚き・恐怖など

の情緒的動揺•安定、覚悟・決心）を表す表現の追跡調査を行なった。

ここでは調査結果の要点を述べることとし、詳細は【付録】に示す。まず、外的部位を指す語「はら」

「こし」「どう」「へそ・ほぞ」に関しては、「ほぞを固める」を除く全ての表現が近世以降に現れている一

方で、「きも」に関しては、「きも消える」「きもを潰す」「きもが太い」など、中古から用例が見られる表

現が存在した。ただし、これらはいずれも喪失・損傷・大きさを以て驚き・恐怖（への耐性）を表す表現

であり、「きもを据える」のように安定に関する語と結びつき、かつ「はら」との互換性が認められる表現

の初出はいずれも近世以降である。このことから、安定に関する「はら」の表現が、「きも」の表現、さら

にはその大本と考えられる中国語の「胆 (clan)」に直接由来するとまでは言えないだろう。第 4節の調査

結果を踏まえると、く腹＞と精神の安定の対応については、中古からの「はら」（怒り）「きも」（驚き・恐

14疑間として残るのは、なぜく腹＞への本心の隠蔽が利他的動機から利己的動機への拡張過程を経たかという間題である。上

でも述べたように、怒りの対極にある企みの隠蔽は、典型的に私利の達成を見込んで為される行為であり、そのためには「私

利」という既念の存任が前提となる。通時的に見た場合、個人レベルでの利益というものが当時の人々にとってどの程度重要

視されていたのか、また、作者の属する社会居あるいは作者が知りうる社会居の人々にとっての私利が何を典型としていたの

かなどを明らかにしていく必要があるだろう（友繁有輝氏のご指摘に某づく）。これらはある意味言語学の領域を超える問題

であるが、今後はく腹＞表現の観察を充実させることで解決の糸口を探っていきたい。

15 「どう傭I)」については、宮地 (1979:54)に「ドウは、いうまでもなく漠語であり、中国辞書の『辞海』」には、第一

義として「大腸也」、第二義として「憫腔也」としている。我が国でも、もとは、ムネと対比的に、あるいはコシと類義的に

用いられるばあいがあった。大腸をおさめた腹や櫻のあたりをさしたとみとめられる。」 （下線は筆者）とある。
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怖）の情緒的安定を司る部位としての理解を継承しつつ、近世以降、「腰肝の安定」という身体観を通じて

徐々にその意味を拡大していったと考えられる。 16

6 まとめと今後の課題

本稿では、『日本国語大辞典第二版〗に記載された「はら（腹・り士）」およびその関連語の慣用句の初出

年を追うことで、従来共時的な言語データに基づいて分析されてきた日本語のく腹＞の比喩的理解につい

て通時的観点から再検討した。本研究の結論として以下の3点を挙げる。

I. <腹＞は、中古～中世における感情（怒り・不満・可笑しさ）や性向などの限られた精神作用と

の対応に始まり、近世以降、度量、理解・納得、考え・意図、覚悟・決心といった精神作用に対

応を広げる。

II. 建前文化のもとで一律に議論されてきた＜腹＞での本心の隠蔽には、対人的配慮から来る感情の

隠蔽と、自己の都合・私刹から来る考え・意図の隠蔽があり、前者が後者に先行する。

III. <腹＞と精神の安定の対応は、中古からの「はら」（怒り）「きも」（驚き・恐怖）の情緒的安定

を司る部位としての理解を継承しつつ、近世以降、「腰肛の安定」という身体観を通じて徐々に

その意味を拡大していったと考えられる。

目下の課趙として、今後は身体部位詞の意味の縮小・衰退を視野に入れて調査を進めていく必要がある。

用例の初出を手かがりとした今回の調査では、「展開」という観点からく腹＞に結びつく精神作用の広がり

を追ったが、先に挙げたリストの中には現代ではほとんど用いられないような表現が含まれていることも

事実である。各表現の用例を全ての時代から収集することで、身体部位詞の意味の消長を明らかにしてい

くことが求められる。また、『日本国語大辞典第二版』に依拠した本研究では、結果的に様々なジャンル、

文体の作品からデータを得たことになる。今後は時代ごとのジャンル、文体の偏りによる影響の有無につ

いても加味していきたい。 17 さらに比較の観点からは、今回示した身体部位の理解の広がりが、く腹＞に

固有の特徴なのか、それとも他の身体部位全般に当てはまる特徴であるのかについて検討を進める必要が

ある。現在、く胸＞やく頭＞に関する表現の収集を進めているが、その結果については稿を改めて報告し

たし＼
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【付録】『日本国語大辞典第二版〗より、「はら（腹・り士）」「こし傭嬰）」「どう⑮ij)」「へそ・ほぞ傭り」

「きも咀・胆）」の慣用句（精神的安定に関するもの）

表現 時代 初出年 作品 ジャンル

きも消える 9C末 竹取物語 作り物語

きもを潰す 中古 1120? 今昔4婦吾集 説話

きもが太い 1120? 今昔4婦吾集 説話

きもが潰れる 1257 私緊百因縁集 仏教説話

きもを失う 1283 米沢木沙石集 仏教説話

きもを冷やす
中世
14C後 太平記 軍記4婦吾

ほぞを＝固める［＝固うす］ 14C後 太平記 軍記4婦吾

きもが菜種になる 1679 銀葉夷歌集 狂歌

きもに毛が生える 1687 色道大跛 汗世阜子

はらを据える 近世 1702 二冊子 俳諧

どうより胆が＝張る［＝太い］ 1706 風流曲二味線 汗世阜子

どうが据わる 1707 心中重井筒 浄瑠璃

どうを据える 1709 淀鯉出世滝徳 浄瑠璃

きもが張る 1720 日本武帷吾妻鑑 浄瑠璃

きもを店がえさす 1752 当世下手談義 談義本

きもを取られる 1753 妬婦人伝 洒落本

きもを減らす 1755 化物判取牒 談義本

きもが芋になる 1760 川柳評万句合宝暦一〇 雑俳

きもが抜ける 1773 出頬穎 咄本

きもを飛ばす 1776 雨月物語 読本

きもを菜種にする 近性 1777 天満宮菜種御供 歌舞伎

きもを投げ出す 1783 愚人贅漢居続借金 洒落本

きもを据える 1786 比良獄雪見陣立 浄瑠璃

きもの束 1788 傾情吾嬬鑑 歌舞伎

きもを出す 1816 後の栞 雑俳

こしが弱い 1819 三国力こぶ 雑俳

きもが大きい 1823 浮世柄比漢稲妻 歌舞伎

こしが無い 1830 当世色里すいことば 洒落ことば集

こしが落ち着く 1832 春色海児誉美 人情本

こしを落ち着ける 1841-42 春色悔美婦禰 人情本

ほぞを決める 1853 与語情浮名横櫛 歌舞伎

きもを拉ぐ 1869 真景累ケ淵 落語

きもを抜かれる 1872-1876 学間のすバめ 啓蒙書

きもを張る 1875-1881 近世紀聞 実録物

きもが小さい 1885 当世書生気質 小説

はらを決める 近代 1887 浮雲 小説

きもを奪われる 1901 仏国風俗間答 評論

はらが据わる 1903 魔風巫颯 小説

きもが据わる 1903 魔風巫颯 小説

はらが出来る 1905 青春 小説
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ほぞが固まる 1907 ／少年行 小説

はらが決まる 1911 手紙 小説

はらが堕い 1930 真理の春 小説

はらに決める 1933 煙管 小説

こしを決める 1933 煙管 小説

はらを括る 1939 或る死、或る生 小説

はらをしまう

きもを切る

きもを離して
用な例し

こしがええ

こしが引ける

へその上へ帯を締める

へそを固める
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